
■
■
驚
■

，

僻蝉檄鰤
「日
没
無
常
ノ
偶
」

紙
本
墨
書
　
縦
八
二

・
〇
／
横
三
二

・
〇

伽

仙
台
　
大
徳
寺
蔵
　
　
　
（以
下
法
量
は

ｃｍ
）

結
句
は
よ
く
上
人
染
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
偶
文

全
体
は
珍
し
い
。
雄
渾
の
筆
致
は
世
尊
入
涅
槃

に
際
し
て
の

「や
よ
、
比
丘
達
よ
、
汝
ら
に
告

げ
ん
。
諸
行
は
壊
法
で
あ
る
。
放
逸
な
る
事
な

く
し
て
精
進
せ
よ
」
の
遺
誡
が
偲
ば
れ
る
。



ぞ
い愛仰
ののつ
気
倫明

お

鮫ae念
仏性真我警如金剛不可扱壊

紙
本
墨
書

縦
一

二
一
・

O
/
横
=
二
・

三

芦
屋

光
明
会
本
部
聖
堂
蔵

上
人
が
「
真
実
の
自
己」

の
お
話
の
時、

先
ず

引
用
さ
れ
た
経
文
(
「
大
浬
前提
経」

八
)

で
あ

る。

私
共
は
小
我
の
力
で
運
筆
す
る
の
他
は
な

い
が
、

上
人
は
大
我
を
小
我
な
る
現
象
我
に
顕

現
す
る
を
得
た
達
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
墨

跡
を
拝
し
て
痛
感
さ
れ
る
。



癬
癬

弁
栄
聖
者
御
垂
示

紙
本
墨
書
　
縦
六
四
・
五
／
横
三
一
・
七

鳥
栖
　
橋
本
起
久
代
刀
自
蔵

こ
れ
は
す
で
に
見
仏
無
生
し
て
お
ら
れ
た
橋
本

き
ん
刀
自
に
与
え
ら
れ
た
上
人
の
慈
悲
洞
徹
の

み
教
え
で
あ
る
。
（「光
明
」
六
〇
七
号
参
照
）



議

j子 ぉ 議会必弘 Jνユ
ま
b ゐ

ム
( 官 民 p与 ‘ 、

尋 d ふ
診
{

ゐ6
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嶋一

二一

七

念

仏

三

昧

為

宗

紙

本

墨

書

縦

三

三

・

五

/

横
一

四

三

・

0

京

都

恒

村

照

子

刀

自

蔵

昭

和

五
、

六

年

頃
、

上

人

指

導

の

別

時

会

が

洛

北

高

雄

の

修

道

院

で

あ

っ

た

時
、

恒

村

夏

山

先

生

が

上

人

に

「

念

仏

三

昧

為

宗
」

と

書

い

て

頂

き
、

修

道

院

の

扇

額

に

し

た

い

と

お

願

い

さ

れ

た
。

こ

れ

は

そ

れ

に

応

じ

て

上

人

が

書

い

て

下

さ

っ

た

も

の

で

あ

る

が
、

上

人

は

終

り

の

「

宗
」

か

ら

書

き

始

め

ら

れ

た

の

で
、

先

生

の

奥

様

は

上

人

が

書

き

損

じ

ら

れ

た

の

か

と

吃

驚

さ

れ

た

と

い

う

エ

ピ

ソ

ー

ド

が

糸町

λw
。

出

典

は

善

導

大

師

「

観

経

疏
」

の

玄

義

分

「

(

前

略
)

以
一

念

仏

三

昧
一

為
L

宗
。

一

心

廻

願

i

往

生
一

:

浄

土
一

為
ゐ

体
」

(

「

浄

全
L

二

巻

三

頁
)

。

宗

の

趣

く

所

は

往

生

に

在

る

が

故

に
、

能

趣

は

念

仏

三

昧
、

所

趣

は

往

生

で

あ

る
。

故

に

弁

栄

聖

者

は

よ

く

「

念

仏

三

昧

為

宗
、

往

生

浄

土

為

趣
」

と

も

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

る
。

(
「

お

慈

悲

の

た

よ

り
」

下

五

二

等

参

照
)

上

人

は

よ

く

「

念

仏

三

昧

の

大

目

的

を

逮

せ

さ

せ

て

項

き

ま

し

た

時
、

親

雌悼

の

慈

悲

の

聖

容

を

見

奉

る

こ

と

が

で

き

ま

す
。

そ

の

時

の

心

全

体

は

お

浄

土

で

あ

り

ま

す
。

そ

し

て

お

遇

い

下

さ

い

ま

し

た

人

格

的

如

来

様

は
、

そ

の

時

の

心

の

中

の

中

心

で

あ

り
、

た

ま

し

い

で

あ

り

ま

す
、
『

体

と

為

す
』

の

体

と

は

全

体

と

い

う

意

味

で

あ

り

ま

す
」

と

お

っ

し

ゃ

っ

た
。

ま

た

時

と

し

て

は

「

如

来

様

の

慈

悲

の

聖

容

を

見

奉

っ

て

い

る
、

そ

の

時

の

体
、

即

ち

実

質

内

容

は

往

生

浄

土

で

あ

る
、

と

い

う

の

で

あ

る
」

と

も

お

っ

し

ゃ

っ

た
。

(

全

集

下

巻

五

九

九

頁

参

照
)



弁
太紙 栄
田 査 聖
受著 者
楽 御
室縦 垂
E一 一

刀t
' ー

�ー聖」2
0差盃
/?の

告 遠
四'-._./

O 

ヤ4げ
桃幾念品川品川舎爪
禁
事志向一

昭
和
八
年 、
群
馬
県
太
田市
受
楽
寺
住
職
加
藤
浄
雲
師
が

洛
北
高
雄
の
光
明
修
道
院
で
専
心
修
行の
折
書
い
て
項
か

れ
た 。
「

か
か
る
内
容
を
具
備
し
得
た
悟
り
こ
そ 、
仏
教

乃
至
光
明
主
義の
理
想
と
す
る
三
昧
で
あ
る」
と
示
さ
れ

た
も
の 。
(
全
集
上
巻
五
八一
頁
等
参
照)
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弁栄聖者御道詠

絹本墨書 縦六四.0/績四二.0

桐生 石田義信氏蔵

弁栄聖者は明治十五年二十四歳の時、 折柄の土用休みを利用して二

か月間筑波山に入山修行され、 仏眼をもって霊応身をしっかりと御

勧誘されたが、 これはその折の御道詠である。

滑べ
‘，一九符

主
堂一

怠

検擦を
4A傘ゑ
支
が浄盆す



お
ぬ
身
一w
S
3?
象
一定

弁栄聖者三昧発得借

絹本墨書 縦六三・二/償三八・ 八

千葉 後藤謙三氏蔵

やはり上記の筑波山において念仏三昧を成就遊ばした時の伺である。

(全集中巻五五七頁参照)

Z
S
令
筏

偽ー
さ
念

来
mw
暗鬼
ga一
務
3
�� 

、

苅に
穿
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論内陸別・信念金払

..& 



namo' mitãyuse buddhãya 南無無量寿仏

namo' mitãbhãya buddh互ya 南無無量光仏

紙本墨書 縦三0・三/横七七・三

高石 能見美代子氏蔵

上人がデーヴァ・ナーガリ一文字でお書きになった同種の染筆が沢山



殺
浄
念

. '�. 

見仏三昧

紙本墨書 縦二七・ 八/横六二・六

芦屋 光明会本部聖堂蔵

信州松本市の野田実氏が唐沢山で書いて項かれたもの。 二十年前の

同家建替えで行方不明のところ、 六十一年正月に発見、 同令息野田

秀采氏より今回の上人伝出版に際し、 聖堂に寄贈されたものである。




